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	優れた遮熱性、防犯性、安全性と高い透明性を併せ持つ
高機能合わせガラス 『マルチブロック プレミアム』 を開発


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
　

三菱樹脂株式会社は、当社独自のフッ素樹脂系合わせガラス用中間膜とドイツの

Ｓｃｈｏｔｔ（ショット）社の高耐熱ガラスを組み合わせ、優れた遮熱性と防犯性、安全性を持ち、かつ透明性にも優れる防火設備用耐熱防犯合わせガラス『マルチブロック プレミアム（商品名）』を開発し、２月中旬より発売します。

　　合わせガラスは、ガラスが割れても破片が飛散せず、また空き巣の侵入手口で多いガラス破りが難しいことから、安全性、防犯性には優れていますが、一般的に遮熱性が十分とは言えず、火災時の安全性には問題がありました。一方で、通常防火ガラスとして使用されている網入りガラスや超強化ガラスは、合わせガラスのような耐衝撃性や防犯性がなく、また、視界が遮られたり、歪むなどの問題がありました。

今回当社が開発した『マルチブロック プレミアム』は、Ｓｃｈｏｔｔ社の高耐熱ガラスの中間に、特殊な表面処理を施した当社独自のフッ素樹脂系中間膜を圧着した合わせガラスです。この合わせガラスは、防火性に優れ、２０分の耐火試験にも合格していることから、防火設備（旧乙種防火戸）用ガラスとして使用できます。また、一般の板ガラスよりも軽量（一般のフロート板ガラスの９０％）かつ高い透明度（全光線透過率９２％。一般の板ガラスは約８８％）を有しながら、切断加工が可能という特長があります。さらに防犯性、安全性にも優れており、関係省庁及び建物部品関連の民間団体からなる合同会議で作成された「防犯性能の高い建物部品」としての認定も受けています。

価格は１平方メートル当たり約１０万円で、全ての機能を備えたガラスとして、高品位・高品質を求める住宅や災害時に避難所となる学校・公民館などの建物、病院などを中心に販売活動を進め、初年度１億２，０００万円の販売を予定しています。

※神戸国際展示場で開催される「第９回震災対策技術展」（１月１８日～２２日）の三菱樹脂ブースに『マルチブロック プレミアム』を出展します。また同時期に行われる「国連防災世界会議」ではポスターセッションに参加致します。

【商品概要】

１）仕様および価格：

厚さ　　　　　　　現行最大サイズ　　　　　　ﾒｰｶｰ希望小売り価格（予定）

　１１mm　　　　　1,250mm×2,300mm　　　　　　　約１０万円／ｍ２
　７．６mm　　　　　850mm×1,150mm　　　　　　　約　９万円／ｍ２
２）認定規格：

・防火規格－防火設備用耐熱防犯合わせガラス

・防犯ガラス規格－ＣＰ認定防犯合わせガラス

・安全規格－ＪＩＳ安全合わせガラス
【写真：防火設備用耐熱防犯合わせガラス『マルチブロック プレミアム』】

	＜本件に関するお問合せ先＞

三菱樹脂株式会社　総務人事部　広報グループ
TEL：０３－３２８３－４００６

http://www.mpi.co.jp








